
ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
６
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

■日 

11
月
18
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
内

容
は
「
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
！
」

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

11
月
23
日（
月
・
祝
）

■時 

９
時
45
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

５
歳
以
上
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

11
月
24
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

男
性
介
護
者
対
象
の
座
談
会
。
参

加
費
１
０
０
円

■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

第
68
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

■日 

11
月
１
日（
日
）〜
３
日（
火
・
祝
）

＝
作
品
展

■時 

９
時
〜
17
時

　

※

３
日
は
16
時
ま
で

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
あ
や
べ
・
日
東

精
工
ア
リ
ー
ナ
、
西
町
三
丁
目
）

■日 

11
月
３
日（
火
・
祝
）＝
芸
能
発

表
会

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 

11
月
８
日（
日
）

■時 

７
時
〜
14
時
30
分

■場 

建
田
宝
永
講
社
殿
（
佃
町
）

※

例
年
の
催
し
は
あ
り
ま
せ
ん

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

あ
い
ア
カ
デ
ミ
ー
特
別
講
座

■日 

11
月
10
、
24
日（
火
）

■時 

10
日
＝
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、

24
日
＝
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

も
の
づ
く
り
交
流
館
（
青
野
町
）

※

申
し
込
み
は
10
月
30
日（
金
）ま
で

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

第
34
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
公
募
，20

■日 

11
月
15
日（
日
）

■時 

14
時
〜

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

チ
ク
チ
ク
手
縫
い
コ
ー
ス

も
こ
も
こ
リ
ー
ス

■日 

11
月
19
日（
木
）  

■時 

10
時
〜
正
午

■場 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
宮
代
町
）

※

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
女
性
対

象
。
持
ち
物
は
縫
い
針
、木
綿
糸
、

待
ち
針
。
材
料
費
４
０
０
円
。
申

し
込
み
は
11
月
９
日（
月
）ま
で

■申
■問 

同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日 

11
月
22
日（
日
）

■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

11
月
25
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館

　☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

女
性
相
談

■日 

11
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談

■日 

11
月
４
、
18
日（
水
）

■時 
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
９
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

就
職
相
談

■日 

11
月
10
、
24
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

育
児
相
談

■日 

11
月
10
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
か
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル（
乳

児
）。
歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

人
権
相
談

■日 

11
月
10
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
11
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

調
停
相
談

■日 

11
月
18
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

11
月
19
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
12
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

11
月
20
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

１
人
20
分

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
25
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
１
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
24
日（
火
）〜
27

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
１
日（
日
）  

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

　
本
庁
舎

■日 

11
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
　
９
月
受
付
分

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
》

東
陽
精
工
（
渕
垣
町
）
　
　

ア
ル
コ
ー
ル
塗
布
装
置 

11
台

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　52
件 

６
０
０
万
５
９
２
７
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1011

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

　

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

窓
口
延
長

相

　
　談

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

3 2

使
用
料
な
ど
20
年
ぶ
り
に
改
定

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

（
収
入
）
は
１
７
２
億
８
０
２
５
万

円
で
、
前
年
度
か
ら
４
億
９
１
６

６
万
円
（
２
・
９
㌫
）
増
加
し
ま

し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
の
柱

で
あ
る
市
税
収
入
は
前
年
度
比
０
・

２
㌫
（
８
０
９
万
円
）
減
。
個
人

市
民
税
は
増
え
ま
し
た
が
、
製
造

業
を
中
心
に
法
人
市
民
税
が
減

り
、
４
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
使
用
料
・
手
数
料
は
２
・

８
㌫
（
１
０
６
２
万
円
）
増
加
。

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率
の
改

黒
字
を
確
保

事
業
を
見
直
し

　  健
全
財
政
を
維
持

正
に
合
わ
せ
て
、
20
年
ぶ
り
に
改

定
し
た
た
め
で
す
。

施
設
整
備
な
ど
大
型
事
業
完
了

歳
出
（
支
出
）
は
１
７
２
億
４

２
６
５
万
円
で
、
同
４
億
８
７
４

３
万
円（
２
・
９
㌫
）増
え
ま
し
た
。

歳
出
の
う
ち
、
社
会
体
育
施
設

（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
整
備
な
ど
大
型

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
普
通
建
設

事
業
費
が
23
・
２
㌫
（
３
億
５
５

４
４
万
円
）
減
少
。
し
か
し
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
災
害
復
旧
事

業
費
は
35
・
１
㌫
（
３
億
１
１
０

万
円
）
増
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
な
ど
で
先
行
き
が
不

透
明
な
た
め
、
引
き
続
き
歳
出
の

削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

借
金
が
４
年
ぶ
り
に
減
少

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
前
年

度
よ
り
６
億
２
９
６
８
万
円
増
え
、

45
億
４
４
０
０
万
円
で
し
た
。
事

業
の
見
直
し
な
ど
で
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
２
年
連
続
で

回
避
。
ま
た
、
市
民
な
ど
か
ら
の

寄
付
で
基
金
が
増
加
し
ま
し
た
。

市
債
（
借
金
）
残
高
は
前
年
度

比
５
６
０
０
万
円
減
の
１
４
４
億

３
５
０
２
万
円
。
市
民
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
大
型
事
業
が
完
了
し
、

４
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
前
年
度
か
ら
１
・
８

㌽
悪
化
し
、
93
・
５
㌫
に
な
り
ま

し
た
が
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
と
危
険
」
な
基
準
を
下
回
り
、

す
べ
て
安
全
圏
。
実
質
公
債
費
比

率
は
、
同
基
準
25
㌫
に
対
し
て
９
・

５
㌫
で
、
過
去
最
も
低
い
数
値
で

し
た
。
将
来
負
担
比
率
も
同
基
準

３
５
０
㌫
に
対
し
１
２
９
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
が
２
年
連
続
黒
字

特
別
会
計
８
会
計
は
、
歳
入
93

億
２
６
２
万
円
、
歳
出
91
億
８
３

４
７
万
円
＝
左
表
。
実
質
収
支
は

１
億
１
９
１
５
万
円
で
、
す
べ
て

黒
字
ま
た
は
収
支
均
衡
で
し
た
。

公
営
企
業
会
計
の
う
ち
、
下
水
道

事
業
会
計
は
公
営
企
業
会
計
移
行

で
赤
字
で
す
が
、
上
水
道
事
業
会

計
は
37
年
連
続
で
黒
字
。
病
院
事

業
会
計
は
外
来
収
益
が
前
年
度
か

ら
１
億
３
５
２
６
万
円
増
え
、
２

年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

❶市民センターの完成　❷市役所窓口に音声を文字に
するシステムを導入　❸延町に雨水ポンプ場を整備
（～令和３年度）

※端数処理の関係で、本文記載の合計額が異なります

1

22

3

市
の
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
７
日
、
市
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
も
、
子
育
て
支
援
や
施
設
整
備
な
ど
を
実
施
。
事
業
の
見
直

し
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
で
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。

令和元年度決算
自主財源 36.2％
依存財源 63.8％

義務的経費  44.7％

172億4,265万円

3,479万円

95万円

36億5,804万円

45億7,624万円

5億5,025万円

1,758万円

3億1,993万円

2,568万円

6億6,141万円

18億1,764万円

66億8,904万円

172億8,025万円

3,479万円

258万円

36億5,850万円

46億6,168万円

5億6,006万円

1,758万円

3億4,174万円

2,568万円

8億596万円

17億6,300万円

66億9,036万円

一　般　会　計
歳出総額歳入総額区　　　　分

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

駐 車 場

簡 易 水 道

住宅・工業団地事業

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

区　　　　分 事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

公
営
企
業
会
計

会計別決算収支の状況

経常収支比率
　率が低いほど、自由に使える資金が多いこと
を示す指標。一般財源に占める福祉施策経費や
人件費など義務的な経費の割合です。

一般財源
　市が使い方を決められる財源。市税収入や国
からの地方交付税などのことです。使い方が定
められている国庫支出金などの収入は、特定財
源といいます。

実質公債費比率
　市債（借金）の額が適正かどうかを判断する
数値。一般財源に占める借金返済額の割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならない可能性
のある、実質的な借金残高などを指標化したも
の。一般会計に加え、各特別会計や公社、第３
セクターも含めた借金などを基に算出します。

～財政用語の解説～

市債残高（借金）

43万7,345円
基金残高（貯金）

13万7,672円

支出（歳出）

52万2,410円
収入（歳入）

52万3,549円

市の収支を市民１人当たりにすると…

市税
26.9％

その他
9.3％

地方交付税
26.0％

国庫支出金
13.1％

府支出金
12.9％

市債　
6.6％

その他
 5.2％

172億8,025万円
歳  入

172億4,265万円

人件費
18.9％

扶助費
18.4％

公債費 
7.4％物件費

14.4％

補助費等
10.9％

普通建設事業費
6.8％

繰出金
9.9％

積立金
5.1％

その他
8.2％

歳  出

住民基本台帳人口：3万3,006人（令和元年度末）

3 2

使
用
料
な
ど
20
年
ぶ
り
に
改
定

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

（
収
入
）
は
１
７
２
億
８
０
２
５
万

円
で
、
前
年
度
か
ら
４
億
９
１
６

６
万
円
（
２
・
９
㌫
）
増
加
し
ま

し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
の
柱

で
あ
る
市
税
収
入
は
前
年
度
比
０
・

２
㌫
（
８
０
９
万
円
）
減
。
個
人

市
民
税
は
増
え
ま
し
た
が
、
製
造

業
を
中
心
に
法
人
市
民
税
が
減

り
、
４
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
使
用
料
・
手
数
料
は
２
・

８
㌫
（
１
０
６
２
万
円
）
増
加
。

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率
の
改

黒
字
を
確
保

事
業
を
見
直
し

　  健
全
財
政
を
維
持

正
に
合
わ
せ
て
、
20
年
ぶ
り
に
改

定
し
た
た
め
で
す
。

施
設
整
備
な
ど
大
型
事
業
完
了

歳
出
（
支
出
）
は
１
７
２
億
４

２
６
５
万
円
で
、
同
４
億
８
７
４

３
万
円（
２
・
９
㌫
）増
え
ま
し
た
。

歳
出
の
う
ち
、
社
会
体
育
施
設

（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
整
備
な
ど
大
型

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
普
通
建
設

事
業
費
が
23
・
２
㌫
（
３
億
５
５

４
４
万
円
）
減
少
。
し
か
し
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
災
害
復
旧
事

業
費
は
35
・
１
㌫
（
３
億
１
１
０

万
円
）
増
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
な
ど
で
先
行
き
が
不

透
明
な
た
め
、
引
き
続
き
歳
出
の

削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

借
金
が
４
年
ぶ
り
に
減
少

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
前
年

度
よ
り
６
億
２
９
６
８
万
円
増
え
、

45
億
４
４
０
０
万
円
で
し
た
。
事

業
の
見
直
し
な
ど
で
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
を
２
年
連
続
で

回
避
。
ま
た
、
市
民
な
ど
か
ら
の

寄
付
で
基
金
が
増
加
し
ま
し
た
。

市
債
（
借
金
）
残
高
は
前
年
度

比
５
６
０
０
万
円
減
の
１
４
４
億

３
５
０
２
万
円
。
市
民
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
大
型
事
業
が
完
了
し
、

４
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。

財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
前
年
度
か
ら
１
・
８

㌽
悪
化
し
、
93
・
５
㌫
に
な
り
ま

し
た
が
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
と
危
険
」
な
基
準
を
下
回
り
、

す
べ
て
安
全
圏
。
実
質
公
債
費
比

率
は
、
同
基
準
25
㌫
に
対
し
て
９
・

５
㌫
で
、
過
去
最
も
低
い
数
値
で

し
た
。
将
来
負
担
比
率
も
同
基
準

３
５
０
㌫
に
対
し
１
２
９
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
が
２
年
連
続
黒
字

特
別
会
計
８
会
計
は
、
歳
入
93

億
２
６
２
万
円
、
歳
出
91
億
８
３

４
７
万
円
＝
左
表
。
実
質
収
支
は

１
億
１
９
１
５
万
円
で
、
す
べ
て

黒
字
ま
た
は
収
支
均
衡
で
し
た
。

公
営
企
業
会
計
の
う
ち
、
下
水
道

事
業
会
計
は
公
営
企
業
会
計
移
行

で
赤
字
で
す
が
、
上
水
道
事
業
会

計
は
37
年
連
続
で
黒
字
。
病
院
事

業
会
計
は
外
来
収
益
が
前
年
度
か

ら
１
億
３
５
２
６
万
円
増
え
、
２

年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

❶市民センターの完成　❷市役所窓口に音声を文字に
するシステムを導入　❸延町に雨水ポンプ場を整備
（～令和３年度）

※端数処理の関係で、本文記載の合計額が異なります

1

22

3

市
の
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
７
日
、
市
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
も
、
子
育
て
支
援
や
施
設
整
備
な
ど
を
実
施
。
事
業
の
見
直

し
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
で
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。

令和元年度決算
自主財源 36.2％
依存財源 63.8％

義務的経費  44.7％

172億4,265万円

3,479万円

95万円

36億5,804万円

45億7,624万円

5億5,025万円

1,758万円

3億1,993万円

2,568万円

6億6,141万円

18億1,764万円

66億8,904万円

172億8,025万円

3,479万円

258万円

36億5,850万円

46億6,168万円

5億6,006万円

1,758万円

3億4,174万円

2,568万円

8億596万円

17億6,300万円

66億9,036万円

一　般　会　計
歳出総額歳入総額区　　　　分

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

駐 車 場

簡 易 水 道

住宅・工業団地事業

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

区　　　　分 事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

公
営
企
業
会
計

会計別決算収支の状況

経常収支比率
　率が低いほど、自由に使える資金が多いこと
を示す指標。一般財源に占める福祉施策経費や
人件費など義務的な経費の割合です。

一般財源
　市が使い方を決められる財源。市税収入や国
からの地方交付税などのことです。使い方が定
められている国庫支出金などの収入は、特定財
源といいます。

実質公債費比率
　市債（借金）の額が適正かどうかを判断する
数値。一般財源に占める借金返済額の割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならない可能性
のある、実質的な借金残高などを指標化したも
の。一般会計に加え、各特別会計や公社、第３
セクターも含めた借金などを基に算出します。

～財政用語の解説～

市債残高（借金）

43万7,345円
基金残高（貯金）

13万7,672円

支出（歳出）

52万2,410円
収入（歳入）

52万3,549円

市の収支を市民１人当たりにすると…

市税
26.9％

その他
9.3％

地方交付税
26.0％

国庫支出金
13.1％

府支出金
12.9％

市債　
6.6％

その他
 5.2％

172億8,025万円
歳  入

172億4,265万円

人件費
18.9％

扶助費
18.4％

公債費 
7.4％物件費

14.4％

補助費等
10.9％

普通建設事業費
6.8％

繰出金
9.9％

積立金
5.1％

その他
8.2％

歳  出

住民基本台帳人口：3万3,006人（令和元年度末）



秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）に

「
そ
の
火
事
を
　防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
」
を
統
一
標
語
に
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発

生
し
、
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
防
火
に
努
め
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
火
の
元

の
点
検
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
命

と
暮
ら
し
を
毎
日
見
守
っ
て
く
れ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

点
検
も
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

応
急
手
当
普
及
員
講
習

消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
応
急
手
当
の
知
識
・
技
術
の

普
及
を
行
う
指
導
者
を
養
成
す
る

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
受
講
は

無
料
。
講
座
は
全
８
回
で
、
す
べ

て
受
講
し
た
人
に
は
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
３
日（
火
・
祝
）〜
27

日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜
日
。
午

俳
句
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受

講
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日（
火
）〜
６
日

（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。

５
、
６
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
青
野
町
）。

問
障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

ス
ト
ッ
プ
！
Ｄ
Ｖ

毎
年
11
月
12
〜
25
日
は
「
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓
発

期
間
」
で
す
。
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
重
大
な
人
権
侵
害
で
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
機
関
／
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女
性

相
談
☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）。
綾

部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０
（
24

時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）１
８
０
１

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

貸
付
予
定
日
／
12
月
11
日（
金
）。

返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。

申
込
み
／
11
月
16
日（
月
）〜
27
日

（
金
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
担

当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

井
戸
水
等
の
使
用
は
届
け
出
を

下
水
道
（
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
市
が
管
理
し
て
い
る

浄
化
槽
）
に
、
水
道
水
以
外
の
▽

井
戸
水
▽
湧
き
水
（
清
水
）▽
山

水―

な
ど
を
排
水
し
て
い
る
場
合

は
、
居
住
者
の
人
数
に
応
じ
た
水

量
で
下
水
道
使
用
料
を
算
定
し
ま

す
。
井
戸
水
等
を
使
用
し
、
届
け

出
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
下
水

道
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
既
に
届
け
出
を
し
て
い
る
人

も
、
居
住
者
の
人
数
等
の
使
用
状

況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎（
42
）４
２
９
４

障
害
者
作
品
展
に
来
場
く
だ
さ
い

市
は
、
12
月
３
〜
９
日
の
障
害

者
週
間
に
ち
な
み
、
の
ぞ
み
作
品

展
を
開
催
。
手
芸
や
書
道
、陶
芸
、

ク
ラ
フ
ト
、
折
り
紙
、
絵
手
紙
、

後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
消
防
署

３
階
講
堂
（
味
方
町
）。
内
容
／

基
礎
知
識
（
基
礎
医
学
、
資
器
材

の
取
り
扱
い
、
指
導
技
法
）、
救

命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
基
礎
技

術
な
ど
。
申
込
み
／
11
月
２
日

（
月
）ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
が
ん
個
別
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。「
が
ん
と
診
断

さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰
か
に

話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
19
日
、
12
月
17
日

（
木
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。
場

所
／
府
中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴

市
）。
相
談
員
／
保
健
師
か
看
護

師
。
相
談
料
／
無
料
。
申
込
み
／

前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
府
が
ん

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ

の
他
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時
、
電

話
か
対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

す
る
減
免
・
軽
減
制
度
あ
り
。
３

〜
５
歳
の
幼
児
は
無
償
（
預
か
り

保
育
、
副
食
費
を
除
く
）。

問
こ
ど
も
支
援
課

☎（
42
）４
２
５
２

幼
稚
園
児

市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

以
降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
27
年

４
月
２
日
〜
平
成
28
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

八
田
幼
稚
園
＝
平
成
27
年
４
月
２

日
〜
平
成
30
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
（
３
年
保

育
）。
申
込
み
／
11
月
24
日（
火
）

〜
12
月
11
日（
金
）に
、
希
望
す
る

園（
綾
部
幼
稚
園
は
学
校
教
育
課
）

に
入
園
願
書
を
提
出
。
願
書
は
園

と
学
校
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

各
園
と
も
預
か
り
保
育
が
利
用
で

き
ま
す
。
提
出
時
に
世
帯
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
）
と
書
類
を
提
出
す

る
人
の
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）、
印
鑑
が
必
要

で
す
。
保
育
料
／
無
料
。
預
か
り

保
育
／
１
回
２
０
０
円
。「
保
育

の
必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た
人

は
無
料
。

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園

す
る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園

児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
。
保
護
者
が
教
育
を
希

望
す
る
３
〜
５
歳
の
幼
児
（
認
定

こ
ど
も
園
の
み
受
け
入
れ
可
）。
申

込
み
／
11
月
24
日（
火
）〜
12
月
４

日（
金
）に
こ
ど
も
支
援
課
か
各
園

へ
必
要
書
類
を
提
出
。
申
込
用
紙

は
同
課
と
各
園
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
書
類
を
提
出
す
る
場
合
、

園
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
ど
も
支
援
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
時
に
世
帯
全
員

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
）と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考

／
３
月
上
旬
に
決
定
し
、
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
保
育
料
／
０

〜
２
歳
の
乳
幼
児
は
各
世
帯
の
市

民
税
課
税
額
に
応
じ
て
決
定
。
ひ

と
り
親
世
帯
、
障
害
者
（
児
）
の

い
る
世
帯
、
多
子
世
帯
な
ど
に
対

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

入
学
支
度
金
を
支
給

市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に
入
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
令
和
３
年
４
月
に
大
学
や

短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入
学
す

る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀
で
就
学

に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護
者
が
１
年

以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
▽
市
教

委
が
定
め
る
所
得
要
件―

な
ど
を

満
た
す
人
。
進
学
後
、
ほ
か
の
奨

学
金
を
受
け
る
人
も
利
用
で
き
ま

す
。
支
給
額
／
30
万
円
。
支
給
決

定
／
12
月
下
旬
に
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、12
月
末
ま
で
に
決
定
。

定
員
／
15
人
。
申
請
／
必
要
書
類

を
11
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

く
ら
し
の
資
金

市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

人
口
・
火
災

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、
　　　  調理員、看護職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者
　福祉協会HPで

職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

問
学
校
教
育
課

　☎（
42
）４
３
２
３

八
田
幼
稚
園

☎（
44
）０
０
１
２

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

市
は
、
無
料
で
貸
し
出
す
福
祉

バ
ス
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体

（
視
察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限

る
）。
利
用
回
数
／
１
団
体
に
つ

き
年
２
回
ま
で
。
５
月
分
抽
選
会

／
11
月
２
日（
月
）。
時
間
／
午
前

11
時
〜
。
場
所
／
西
庁
舎
１
階
図

書
相
談
室
。

問
社
会
福
祉
課

☎（
42
）４
２
５
０

10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
６
８
９
人
（
男
１

５
２
１
８
、
女
１
６
４
７
１
）。

世
帯
数
は
１
３
６
７
７
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

10
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤務時間
9：00～16：00

就業場所 ミストラル介護センター綾部
ご応募・お問い合わせは、
株式会社ミストラルサービス

京都府綾部市栗町土居ノ内31 ※未経験者OK

20-2221

デイサービスセンター
介護スタッフ募集！デイサービスセンター
介護スタッフ募集！

①10：30  ②14：00

前売り
1,200円
800円

〈自由席〉
高校生以下

11月28日（土）

中丹映画大好き劇場

募

　
　集

時の行路
婦人の悩み婦人の悩み婦人の悩み 冷え性・更年期障害・生理不順

不妊症・膝腰痛・痺れ・むくみ etc

こんな悩みには、漢方が効く！
体質改善体質改善体質改善 夜間頻尿・神経痛夜間頻尿・神経痛夜間頻尿・神経痛 その他

考
え
る
葦

最
近
の
子
ど
も
の
多
く
は

〝
葦
〞
が
河
原
に
生
い
茂
る
植

物
で
あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
草

の
一
種
に
人
間
を
喩
え
た
思
想

家
が
い
た
。
近
代
科
学
史
に
不

滅
の
足
跡
を
遺
し
た
早
逝
の
天

才
パ
ス
カ
ル
で
、
人
間
探
求
の

遺
稿
集
『
パ
ン
セ
』（
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
思
考
」
の
意
）
に
お

い
て
「
考
え
る
葦
」
で
あ
る
と
。

即
ち
人
間
は
自
然
の
中
で
最
も

弱
い
一
本
の
葦
に
す
ぎ
な
い

が
、
そ
れ
は
考
え
る
葦
で
あ
る

と
し
て
、
思
惟
す
る
存
在
と
し

て
の
尊
厳
と
道
徳
の
原
理
を
言

い
表
し
た
。

こ
の
言
葉
に
沿
っ
て
生
き
る

な
ら
ば
、
我
々
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
考
え
て
考
え
て

考
え
抜
い
て
、
そ
し
て
ま
た
考

え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
え
る
こ
と
が
人
間
と
し
て
の

生
き
る
証
し
で
あ
り
、
思
考
を

停
止
す
る
こ
と
は
人
間
の
資
格

を
失
う
こ
と
さ
え
意
味
す
る
か

の
よ
う
に
。

確
か
に
、
直
面
す
る
現
在
の

課
題
を
克
服
す
る
に
は
〝
半
端

な
い
〞
知
恵
が
必
要
と
な
ろ

う
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

感
染
予
防
と
経
済
発
展
と
い
う

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
両
方

を
如
何
に
踏
ん
で
い
く
の
か

…

、
例
え
ば
税
収
が
減
っ
て
い

く
中
で
如
何
に
社
会
保
障
費
を

確
保
し
て
い
く
の
か…

、
更
に

は
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中

で
如
何
に
人
口
増
を
図
る
の
か

…

、
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で

甚
大
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
如

何
に
身
を
守
る
の
か…

等
々
。

夢
と
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、〝
不
都
合
な
真
実
〞
に
も

臆
せ
ず
、〝
解
の
な
い
連
立
方

程
式
〞
に
も
逃
げ
ず
に
対
峙
し
、

一
人
一
人
が
〝
考
え
る
葦
〞
に

徹
す
る
以
外
に
道
は
拓
け
ま

い
。
秋
の
夜
長
は
、
い
つ
に
な

く
哲
学
者
の
言
葉
が
身
に
沁
み

る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5
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ま
ず
は
健
康
診
断
で
チ
ェッ
ク

糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
（
血
糖
）
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン

で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
働

か
ず
、
血
糖
が
増
え
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
血
糖
の
濃
度（
血
糖
値
）

が
高
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
血

管
が
傷
つ
き
、
将
来
的
に
▽
心
臓

病
▽
失
明
▽
腎
不
全
▽
足
の
壊
疽

に
よ
る
切
断―

と
い
っ
た
重
い
合

併
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
恐
ろ
し
さ
は
、
症
状

が
現
れ
に
く
く
重
症
化
す
る
ま
で

気
付
き
に
く
い
こ
と
。
健
康
診
断

を
受
け
自
分
の
血
糖
値
を
確
認
し

た
り
、
専
門
医
に
相
談
し
た
り
し

て
定
期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
は
生
活
習
慣
の
改
善
か
ら

糖
尿
病
の
予
防
は
▽
食
事
は
腹

八
分
目
を
心
掛
け
る
▽
野
菜
や
キ

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

ご
存
じ
で
す
か
？

ノ
コ
な
ど
で
食
物
繊
維
を
積
極
的

に
取
る
▽
散
歩
な
ど
の
運
動
を
す

る
▽
肥
満
の
人
は
体
重
を
減
ら
す

▽
お
酒
は
適
量
（
ビ
ー
ル
な
ら
１

日
に
中
瓶
１
本
ま
で
）
を
守
る
▽

禁
煙
す
る
▽
健
診
を
受
け
る―

な

ど
。
生
活
習
慣
の
改
善
で
、
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
の
リ

ス
ク
も
軽
減
し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
病
院
で
は
、
世
界

糖
尿
病
デ
ー
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
事
業
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
14
日
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
世
界
に
広
が
る
糖
尿
病
を
抑
制
す
る
た
め
、
平
成
３
年
に

国
際
糖
尿
病
連
合
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
制
定
し
、
平
成
18
年
に
国
際
連
合
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
人
が
糖
尿
病
患
者
か
そ
の
予
備
群
で
す
。
こ
の

機
会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
で
見
守
り
声
掛
け
を

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
警
察
に
届
け
出
が
あ
っ
た
認
知
症
の
人
の
行
方
不
明
者
は
、
全
国

で
１
万
７
４
７
９
人
。
統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら
、
７
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
は
、

認
知
症
の
人
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
も
早
期
に
発
見
す
る
「
綾
部

高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
前
登
録
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
に
な

っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
の
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　黄色のステッカーには反射材を使用。
暗くなると危険が増すため、ステッカ
ーを付けて夜道を歩いている人を見掛
けたら、見守りをお願いします。
　同事業についてなど、詳しくは市高
齢者支援課☎（42）4262へお問い合わ
せください。

た
と

そ
う
せ
い

し

　

 

い

あ
か

あ
し

た
い
じ

ひ
ら

し

情
報
共
有
で
迅
速
に
協
力
依
頼

「
綾
部
高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
前
登
録
事
業
」
は
、

認
知
症
等
の
病
気
で
外
出
先
か
ら

自
宅
に
帰
れ
な
く
な
る
心
配
の
あ

る
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
に
、
迅
速
に
情
報
を
や
り
取

り
し
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
で
す
。行
方
不
明
発
生
時
に
、

家
族
が
警
察
に
行
方
不
明
届
を
出

す
と
、
事
前
に
登
録
し
て
い
た
特

徴
な
ど
の
情
報
を
基
に
、
速
や
か

に
捜
索
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
家
族

の
希
望
に
よ
り
、
市
内
の
協
力
企

業
等
に
情
報
を
提
供
し
、
発
見
協

力
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

同
事
業
に
は
、
平
成
27
年
度
の

事
業
開
始
か
ら
本
年
９
月
末
ま
で

に
、
延
べ
57
人
の
登
録
が
あ
り
ま

し
た
。
登
録
さ
れ
た
情
報
は
市
と

警
察
で
共
有
し
、
行
方
不
明
発
生

の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
の
み
使
用

し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

温
か
く
見
守
り
を

市
は
、
同
事
業
に
事
前
登
録
し

た
人
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
」

＝
写
真
左
＝
を
発
行
し
、
靴
な
ど

へ
の
張
り
付
け
を
勧
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ち

で
ス
テ
ッ
カ
ー
を
付
け
た
人
を
見

掛
け
た
ら
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が

な
い
か
見
守
る
こ
と
。
道
に
迷
っ

た
り
、
困
っ
た
り
し
て
い
る
様
子

が
あ
れ
ば
▽
驚
か
せ
な
い
よ
う
正

面
か
ら
目
を
見
て
声
を
掛
け
る
▽

優
し
い
口
調
で
話
す
▽
水
分
補
給

や
休
憩
を
促
す―

な
ど
で
落
ち
着

い
て
も
ら
い
、
警
察
や
市
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
見
守

り
が
、
事
故
の
防
止
や
行
方
不
明

者
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　糖尿病予防の資料展示と市
立病院が過去に配信した、フ
ェイスブック記事を印刷して
配布します。
日時 11月９日（月）～16日（月）
場所 市立病院総合待合（青野町）

　正面玄関前のモニュメント
をライトアップします。
11月16日（月）午後５時～７時

　医師、看護師、薬剤師などが
糖尿病の予防方法などをFMい
かるで紹介します。
放送予定日
　11月5日～26日の毎週木曜日、計4回

　毎年好評の市民公開講座の内容をインターネット
で生配信します。閲覧者との意見交換あり！
日時 11月15日（日）午後１時～２時30分

市立病院特別企画

ラジオ放送 資料展示

ブルーライトアップ動画　　配信生

事前質問受付
アナタの疑問、
お答えします

YouTubeくろまめチャンネル
https://www.youtube.com/c/
KuromameAyabeDiabetes

あなたの血糖値は？

※ 血管の中でヘモグロビンが
　 ブドウ糖と結合したもの

（注）市特定健診における判定値

㎎/㎗

空腹時血糖値

①

%

HbA1c （※）

②

基準範囲
　①100未満　②5.6未満
　年々高くなったら要注意！
保健指導判定値

　①100～125　②5.6～6.4
　すぐに生活習慣の改善を！
受診勧奨判定値

　①126以上　②6.5以上
　今すぐ医師に相談を！

新型コロナウイルス感染症の再拡大を防ごう！
先生に話を伺いました

＜問い合わせ＞ 同病院 ☎（43）0123

え
　

 

そ

※実際のステッカーには、登録番号
　が記載されています

　人との距離を保つ、手洗いや消毒を徹底すること
に尽きます。また、体調の悪さを感じたら人と接触
しない、換気の悪い場所へ行かないなどに注意して
ください。

改めて予防法は？問

　重症化する危険性が高いので、感染対策を十分行
い、早めに医療機関に相談してください。

糖尿病などの基礎疾患がある人の注意点は？問

　基本的な対策は同じです。発熱な
どの症状がある場合はすぐ受診せず、
まず医療機関に電話で相談してくだ
さい。

インフルエンザ流行時の注意点は？問

市立病院 消化器内科　長谷川晴子 医長

考
え
る
葦

最
近
の
子
ど
も
の
多
く
は

〝
葦
〞
が
河
原
に
生
い
茂
る
植

物
で
あ
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こ
と
さ
え
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
草

の
一
種
に
人
間
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喩
え
た
思
想

家
が
い
た
。
近
代
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学
史
に
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滅
の
足
跡
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遺
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早
逝
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天

才
パ
ス
カ
ル
で
、
人
間
探
求
の

遺
稿
集
『
パ
ン
セ
』（
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
思
考
」
の
意
）
に
お

い
て
「
考
え
る
葦
」
で
あ
る
と
。

即
ち
人
間
は
自
然
の
中
で
最
も

弱
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一
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の
葦
に
す
ぎ
な
い

が
、
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考
え
る
葦
で
あ
る

と
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て
、
思
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す
る
存
在
と
し

て
の
尊
厳
と
道
徳
の
原
理
を
言

い
表
し
た
。

こ
の
言
葉
に
沿
っ
て
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き
る

な
ら
ば
、
我
々
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
考
え
て
考
え
て

考
え
抜
い
て
、
そ
し
て
ま
た
考

え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
え
る
こ
と
が
人
間
と
し
て
の

生
き
る
証
し
で
あ
り
、
思
考
を

停
止
す
る
こ
と
は
人
間
の
資
格

を
失
う
こ
と
さ
え
意
味
す
る
か

の
よ
う
に
。

確
か
に
、
直
面
す
る
現
在
の

課
題
を
克
服
す
る
に
は
〝
半
端

な
い
〞
知
恵
が
必
要
と
な
ろ

う
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

感
染
予
防
と
経
済
発
展
と
い
う

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
両
方

を
如
何
に
踏
ん
で
い
く
の
か

…

、
例
え
ば
税
収
が
減
っ
て
い

く
中
で
如
何
に
社
会
保
障
費
を

確
保
し
て
い
く
の
か…

、
更
に

は
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中

で
如
何
に
人
口
増
を
図
る
の
か

…

、
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で

甚
大
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
如

何
に
身
を
守
る
の
か…

等
々
。

夢
と
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、〝
不
都
合
な
真
実
〞
に
も

臆
せ
ず
、〝
解
の
な
い
連
立
方

程
式
〞
に
も
逃
げ
ず
に
対
峙
し
、

一
人
一
人
が
〝
考
え
る
葦
〞
に

徹
す
る
以
外
に
道
は
拓
け
ま

い
。
秋
の
夜
長
は
、
い
つ
に
な

く
哲
学
者
の
言
葉
が
身
に
沁
み

る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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ま
ず
は
健
康
診
断
で
チ
ェッ
ク

糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
（
血
糖
）
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン

で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
働

か
ず
、
血
糖
が
増
え
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
血
糖
の
濃
度（
血
糖
値
）

が
高
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
血

管
が
傷
つ
き
、
将
来
的
に
▽
心
臓

病
▽
失
明
▽
腎
不
全
▽
足
の
壊
疽

に
よ
る
切
断―

と
い
っ
た
重
い
合

併
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
恐
ろ
し
さ
は
、
症
状

が
現
れ
に
く
く
重
症
化
す
る
ま
で

気
付
き
に
く
い
こ
と
。
健
康
診
断

を
受
け
自
分
の
血
糖
値
を
確
認
し

た
り
、
専
門
医
に
相
談
し
た
り
し

て
定
期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
は
生
活
習
慣
の
改
善
か
ら

糖
尿
病
の
予
防
は
▽
食
事
は
腹

八
分
目
を
心
掛
け
る
▽
野
菜
や
キ

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

ご
存
じ
で
す
か
？

ノ
コ
な
ど
で
食
物
繊
維
を
積
極
的

に
取
る
▽
散
歩
な
ど
の
運
動
を
す

る
▽
肥
満
の
人
は
体
重
を
減
ら
す

▽
お
酒
は
適
量
（
ビ
ー
ル
な
ら
１

日
に
中
瓶
１
本
ま
で
）
を
守
る
▽

禁
煙
す
る
▽
健
診
を
受
け
る―

な

ど
。
生
活
習
慣
の
改
善
で
、
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
の
リ

ス
ク
も
軽
減
し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
病
院
で
は
、
世
界

糖
尿
病
デ
ー
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
事
業
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
14
日
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
世
界
に
広
が
る
糖
尿
病
を
抑
制
す
る
た
め
、
平
成
３
年
に

国
際
糖
尿
病
連
合
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
制
定
し
、
平
成
18
年
に
国
際
連
合
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
人
が
糖
尿
病
患
者
か
そ
の
予
備
群
で
す
。
こ
の

機
会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
で
見
守
り
声
掛
け
を

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
警
察
に
届
け
出
が
あ
っ
た
認
知
症
の
人
の
行
方
不
明
者
は
、
全
国

で
１
万
７
４
７
９
人
。
統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら
、
７
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
は
、

認
知
症
の
人
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
も
早
期
に
発
見
す
る
「
綾
部

高
齢
者
対
策
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
前
登
録
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
に
な

っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
の
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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しない、換気の悪い場所へ行かないなどに注意して
ください。

改めて予防法は？問
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インフルエンザ流行時の注意点は？問

市立病院 消化器内科　長谷川晴子 医長
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我
が
国
初
の
宣
言

世
界
連
邦
都
市
宣
言
と
は
、
核

兵
器
の
廃
絶
な
ど
地
球
規
模
の
課

題
を
扱
う
、
民
主
的
な
政
府
で
あ

る
「
世
界
連
邦
」
の
実
現
を
目
指

す
決
意
表
明
の
こ
と
。
戦
後
の
混

乱
期
に
、
市
制
施
行
後
間
も
な
い

本
市
が
、
日
本
で
初
め
て
同
宣
言

を
行
い
、
全
国
の
自
治
体
に
広
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
市
で
は

市
民
や
関
係
団
体
な
ど
が
一
体
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
球
の
こ
と
を
考
え
る
契
機
に

市
は
平
成
７
年
、
同
宣
言
を

行
っ
た
10
月
14
日
を
「
平
和
と
環

境
の
日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。
毎

年
こ
の
時
期
に
、
地
球
市
民
の
集

い
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
平
和

と
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
業
を

展
開
。
本
年
は
、
平
和
塔
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
（
10
月
31
日
ま
で
）
や
地

球
市
民
の
集
い
（
11
月
８
日
）
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
日
を
契
機
に
、
先
人
の
取

り
組
み
や
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る

と
と
も
に
、
世
界
平
和
や
地
球
環

境
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
＝
澤
田
ほ
の
香
（
八
田
中

２
年
）
優
秀
＝
佐
藤
悠
季
（
上
林

中
２
年
）
佳
作
＝
能
勢
智
咲
（
八

田
中
２
年
）▽
太
田
湧
斗
（
東
綾
小

６
年
）▽
樋
口
静
祈
（
東
綾
小
６

年
）▽
山
内
慈
元（
西
八
田
小
５
年
）

世
界
連
邦
都
市
宣
言
70
周
年

本
市
は
昭
和
25
年
10
月
14
日
、
全
国
に
先
駆

け
て
世
界
連
邦
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
を
願
う
先
人
の
思
い
は
、
70
年
経
過
し

た
現
在
も
受
け
継
が
れ
、
平
和
の
ま
ち
綾
部
の
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
29
回
世
界
連
邦
推
進
小
・
中
学
生

ポ
ス
タ
ー・作
文
コ
ン
ク
ー
ル

地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
（
委
員
長
、
山
崎
善
也
・

綾
部
市
長
）
が
、
平
和
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
行
っ
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
応
募
は
ポ

ス
タ
ー
１
６
３
点
、
作
文
60
点
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
）。

1市民の浄財により紫水ヶ丘に平和塔を建立（昭和27年） 2臨時市議会を開
き宣言を全会一致で可決（昭和25年） 3ＪＲ綾部駅南口に平和のモニュメン
トを設置（平成12年） 4世界連邦マークをかたどりアンネのバラを配した綾
部バラ園を整備（平成22年） 5本市で３度目となる中東和平プロジェクトを
開催（令和元年） 1

23

45

作
文
の
部

最
優
秀
＝
至
田
湊
美
（
豊
里
中
１

年
）
優
秀
＝
村
上
愛
唯
（
豊
里
中

１
年
）▽
塩
見
燈
弥
（
豊
里
小
５

年
）
佳
作
＝
大
島
歩
未
（
豊
里
中

１
年
）▽
田
中
健
斗
（
西
八
田
小

６
年
）▽
門
瑚
夏
（
豊
里
小
５
年
）

「
未
来
へつ
な
げ  

愛
と
平
和
」

 

澤
田
ほ
の
香

最
優
秀
作
品

　大
切
な
の
は
、
未
来
に
（
戦
争

が
）
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
き
な

行
動
は
で
き
な
く
て
も
、
最
初
は

知
る
事
か
ら
で
も
良
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
中
学
生
は

ま
ず
世
界
に
つ
い
て
知
り
、
そ
し

て
そ
の
知
っ
た
事
を
伝
え
る
と
い

う
事
が
で
き
る
と
私
は
考
え
る
。

（
抜
粋
）

し
ず
き

め
　い

し
　だ

み
な
み

「
生
き
る
こ
と
」

 

至
田
湊
美

と
う
や

か
ど  

こ
な
つ

じ
げ
ん

7

児童と園児が交流しながらお米収穫

睦寄町の国宝光明寺二王門と重要文化財の金
剛力士立像が、第2669回近畿宝くじの図柄に
使用されます。宝くじは、近畿の２府４県４政
令指定都市で11月４日に発売開始です。宝くじ
の収益金は、自治体の住みよいまちづくりに使
われます。

二王門が宝くじに

上林中学校１年生の柏原葵さん＝写真右＝が、第42回「全日本
中学生水の作文コンクール」で内閣総理大臣賞（最優秀賞）を受
賞しました。柏原さんは「私が使っている水」と題し、都市部か
ら上林地域に移り住んだ経験から感じた水の大切さなどを表現。
10月２日に同校で行われた表彰式で「全国に上林を知ってもらう
機会になりうれしい。水は、雨や山から私たちのもとへ流れてい
ることを知ってほしい」と受賞を喜びました。また、同校１年生
の井上歩乃花さん＝同左＝も、府審査で優秀賞に輝きました。

全国9,444編の応募作品の頂点に

ま
ゆ
ピ
ー
グ
ッ
ズ
装
い
新
た
に

　市は、市のマスコットキャラクター「ま
ゆピー」を通じた情報発信を目的に、ク
リアファイルを作りました。絵柄は２種
類で、うち１つは府立綾部高等学校美術
部と共同で制作したＬＩＮＥスタンプの
イラストを活用しています。販売価格は
１枚100円（税抜き）。青野町のあやべ特
産館と駅前通りのあやべ観光案内所で購
入できます。

　西八田小学校の５年生児童14人が９月30日、八田幼稚園園
児20人とともに、上八田町の田んぼで稲刈りを体験しました。
イネは、米作りの学習の中で、児童が６月に植えたものです。
児童は地域の人たちに刈り方などを教わった後、園児とペアを
組んで稲刈りに挑戦。「自分が植えたものを収穫でき、達成感
がある」「園児に教えるのは難しかったけれど、慣れるとうま
くできて楽しい」と笑顔で作業しました。

よいしょ　 よいしょ
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